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AVRマイコンのタイマ１を使った赤外線リモコンデコードプログラムフロー図（例） 

（ NECフォーマット用 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Init_TIMER1 

戻る 

タイマ１初期化 

カウンタをクリア 

TCNT1 ← 0 

【備考】 

この設定で、オーバーフロー割り込みは

524mSで発生する。 

出力なし、ノーマルモードをセット 

TCCR1A ← 0x00 

ICP1入力立下り、プリスケラー1/64をセット 

TCCR1B ← 0x83 

インプットキャプチャ割り込み有効、 

オーバーフロー割り込み有効をセット 

TIMSK1 ← 0x21 

全割り込みフラグをクリア 

TIFR1 ← 0x07 

作業用変数を初期化 

st_byRcvDat ← 0 

st_byBitNum ← 0 

st_byByteNum ← 0 

st_bySeqNum ← SEQ_NEW 

st_byRcvValid ← 0 
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戻る 

キャプチャしたカウント値を取り込む 

wCaptCnt ← ICR1 

st_bySeqNum ← SEQ_NEW 

 

TIM1_OVF 

戻る 

タイマ１(ICP1)インプットキャプチャ割り

込み 

戻り値を格納する 

st_bySeqNum ← 戻り値 

TIM1_CAPT 

カウンタをクリアする 

TCNT1 ← 0 

Analysis_RcvPulse 

( st_bySeqNum, wCaptCnt ) 

タイマ１オーバーフロー割り込み 

st_byRcvDat ← 0 

st_byBitNum ← 0 

立ち下がり検知に切り換える 

TCCR1B ← TCCR1B & 0xBF 
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Analysis_RcvPulse 

bySeqNumをチェックする 

SEQ_NEWを返す 

YES 

受信パルス ICP1のエッジを検知したときの処理 

= SEQ_NEW? 

YES 

立ち上がり検知に切り換える 

TCCR1B ← TCCR1B | 0x40 

引数： 

bySeqNum : 受信状態を示す番号 

wPlsWidth : キャプチャしたカウント値（パルス幅）。 

SEQ_FIRSTを返す 

= SEQ_HEADER? 

= SEQ_READER? 

= SEQ_FIRST? 

一致？ 

wPlsWidthはヘッダ部の幅に一致か? 

立ち下がり検知に切り換える 

TCCR1B ← TCCR1B & 0xBF 

SEQ_HEADERを返す 

1 

NO 

3 

立ち下がり検知に切り換える 

TCCR1B ← TCCR1B & 0xBF 

4 

1 

YES 

YES 

最初の立ち上がりエッジを検知 

最初の立ち下りエッジを検知 
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st_byBitNum ← 0 

st_byByteNum ← 0 

一致？ 

wPlsWidthはリーダー部の幅に一致か? 

SEQ_READERを返す 

一致？ 

wPlsWidthはリピート部の幅に一致か? 

St_byByteNumは４か? 

= 4？ 

Activated_RcvCode 

SEQ_NEWを返す 

YES 

YES 

NO 

st_byBitNum ← 0 

st_byByteNum ← 0 

1 

3 

既にヘッダ部を検知している場合 

リーダー部を検知 

リピート信号を検知 

受信終了 
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一致？ 

wPlsWidthはデータビットの短に一致か? 

SEQ_NEWを返す 

一致？ 

wPlsWidthはデータビットの長に一致か? 

Activated_RcvCode 

SEQ_NEWを返す 

YES 

YES 

NO 

st_byBitNum ← 0 

st_byByteNum ← 0 

1 

4 

既にリーダーコード部を検知している場合 

‘0’を格納する 

Store_RcvData(0) 

受信継続？ 

Activated_RcvCode 

SEQ_READERを返す 

NO 

‘0’のビットを受信 

‘1’のビットを受信 

‘1’を格納する 

Store_RcvData(1) 

受信継続？ 

SEQ_READERを返す 

受信終了 

受信終了 
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受信データを一次受信バッファに格納 

st_abyRcvTemp[ st_byByteNum ] 

 ← st_byRcvDat 

０を返す 

既存受信データを右シフトする 

0 → [st_byRcvDat] → 

Store_RcvData 

YES 

受信データを１ビットずつ 

パラレル８ビットに変換して格納する 

byRcvData = 0？ 

ビット数をカウントする 

st_byBitNum ← st_byBitNum + 1 

st_byBitNum < 8？ 

4 ≦ st_byByteNum？ 

バイト数をカウントする 

st_byByteNum ← st_byByteNum + 1 

YES 

st_byRcvDat ← st_byRcvDat | 0x80 

※一次受信バッファ st_abyRcvTemp[0～3]

は４バイト分用意されている。 

引数 

byRcvData : 0x00で’0’を、それ以外で’1’を意味する。 

st_byBitNum ← 0 

st_byByteNum = 4？ 

１を返す 

YES 

YES 

受信データが４バイト揃ったことを示す まだ受信データが揃っていないことを示す 
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Activated_RcvCode 

一次受信バッファからデータをコピー 

st_abyRcvData[…] ← st_abyRcvTemp[…] 

戻る 

一次受信バッファから受信データを取り出す 

st_byRcvValid ← 0xFF 

※受信バッファ st_abyRcvData[0～3]は

４バイト分用意されている。 

ここでは４バイトすべてをコピーする。 
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Get_IrRcCode 

一致？ 

受信データの有無をチェック 

１を返す 

YES 

赤外線リモコンの受信データを取得 

NO 

受信バッファからメーカコードを得る 

(pbyMaker) ← st_abyRcvData[0] 

st_byRcvValid = 0？ 

０を返す 

NO 

割り込みをマスクする 

引数 

pbyMaker : メーカコード格納アドレス 

pbyData : データコード格納アドレス 

０を返す 

st_byRcvValid ← 0 

メーカコードをチェックする 

(pbyMaker) = ～st_abyRcvData[1] ？ 

割り込みマスクを復帰する 

一致？ 

受信バッファからデータコードを得る 

(pbyData) ← st_abyRcvData[2] 

データコードをチェックする 

(pbyData) = ～st_abyRcvData[3] ？ 

割り込みマスクを復帰する 

有効データなし、またはエラーあり 

・(pbyMaker), (pbyData) ともに無効 

有効データあり 

・(pbyMaker) にメーカコード格納済み 

・(pbyData) にデータコード格納済み 

有効データなし 

・(pbyMaker), (pbyData) ともに無効 

※’～’マークは全ビット反転を意味する。 


